


C O N T E N T S

特集  
○7月からスタート　公共料金等がかわりますB 

Yakkity Yachiyo （おしゃべりやちよ） 
○小学校の想い出2 
　英語指導助手（AET）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ 

エイゴのマナビカタ  
○第2回「素振りを繰り返せ」 
　英語学習指導員　宮地晶子 

写真のまち情報館  
○歴代総理大臣「宰相列伝」写真展大盛況で終了 

i n fo rma t i o n
○一村一雇用事業おこし支援事業のご案内 
○消防団退・就任のあいさつ 

○「賢く情報を入手するために」（新聞を大いに利用しましょう） 
　いきいき・わくわく塾講師　三原真琴 

生涯学習情報ネットワーク  
○マイプラン・マイスタディ講座受講生募集 
○よりいっそう地域の活性化をー第３地区をモデルに指定ー 
○平成16年度読書感想文コンクール作品を募集します 
○文化ギャラリー展示のご案内 

T ow n  N e w s
○北海道日本ハムファイターズ野球教室 
○消防ふれあい広場 

暮らしの情報 B O X
○年金情報 
○平成16年事業所・企業統計調査、商業統計調査・サー 
　ビス業基本調査を実施しています 
○町の人口が17年ぶりに7,600人台になりました 
○写真甲子園初戦審査会（東京で実施）アルバイトの募集について 
○中山間地域等直接支払制度交付金事業取組みの成果について 
○公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 
○社協通信○保健だより 
○広報懸賞クイズを当選者の発表　ほか 

○乳がん検診・子宮がん検診がかわりますー定期検診で早期発見ー 
○子宮がん・乳がん検診のお知らせ 
○厚生病院ミニドックのお知らせ 
○はぐぐみ教室（乳幼児歯科・栄養懇談会）のお知らせ 
○移動献血車が来町します　保健カレンダーほか 

保健だより（Healthy Coumn)

子育てチャンネル 3

○「分別・分別・無分別」 
　（元）郷土史編集専門員　尾池隆男 

ふるさと探訪　折々の記  

○入札結果のお知らせ 
i n fo rma t i o n

○シリーズ“大雪山の素顔”「生物の多様性」 
　大雪山自然学校　荒井一洋 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○カムイミンタランドへようこそ○道草館だより　ほか 

C u l t u r e  L o u n g e

ぶんべつ ふんべつ むふんべつ 

　旭岳の南側には、忠別川を源流と
する原生林がどこまでも広がり、数百
年前と何ら変わらぬ風景が広がって
いる。この森を眺めるたびに、まだどこ
かにオオカミが潜み、いつか出会える
日が来るのではないかと思ってしまう。
正面左上のどっしりした山が、岳人の
憧れのトムラウシ山である。 

　町では、町内消費の拡大を促し産業振興をは
かるため、町広報ほか町の刊行物への一般商
業広告の有料掲載を行っています。 
　つきましては、限られたスペースではありま
すが掲載を希望される方はご連絡をお願いし
ます。 
　申込み、お問い合わせは 

役場広報広聴係　@８２－２１１１ 



　
晴
天
の
５
月
１５
日
º
町
民
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
指

導
に
よ
る
少
年
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
野
球
教
室
は
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
東
川
後
援
会
（
庄
内
孝
治
会
長
）
が
主
催
し
、

東
川
の
子
ど
も
達
に
野
球
教
室
を
通
じ
て
プ
ロ
の

技
術
と
精
神
力
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の

も
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
野
球
を
愛
す

る
小
・
中
学
生
◯
◯
人
が
参
加
し
、
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
の
白
井
康
勝
さ
ん
他
２
名
の
講

師
よ
り
指
導
を
う
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
広
報

部
長
畑
野
熊
夫
さ
ん
が
東
川
町
出
身
と
い
う
縁
か

ら
実
現
し
た
も
の
で
、
後
援
会
で
は
日
本
ハ
ム
球

団
と
町
の
絆
を
深
め
る
べ
く
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
別
の
日
に
は
町
に
対
し
ヒ
ル
マ
ン
監
督

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
球
団
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
も
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
役
場

庁
舎
に
展
示
を
す
る
予
定
で
す
。 

 

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
、
４
月
２７
日
幼

児
セ
ン
タ
ー
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、
園
児
５１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
、
草
開
支
署

長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
職
員
の
案
内
で
消

防
車
と
救
急
車
の
見
学
や
搭
乗
体
験
を
し
た
の
ち
、

園
児
全
員
が
消
防
車
で
放
水
体
験
を
し
て
、
こ
い

の
ぼ
り
の
泳
ぐ
な
か
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
風
船
を
も
ら
い
、
全
員
で
消
防
車
の
前

で
記
念
撮
影
を
し
、
大
き
な
声
で
お
礼
を
い
い
消

防
署
を
後
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
期
間
中
第
２
・
第
３
小
学
校
で
消
火
器

訓
練
や
放
水
体
験
を
し
た
り
、
街
中
で
は
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
が
合
同
で
、

消
火
器
訓
練
と
街
頭
広
報
を
行
い
、
通
行
の
学
生

や
買
物
客
に
啓
蒙
用
品
を
手
渡
し
火
の
用
心
を
訴

え
ま
し
た
。 

 

消防ふれあい広場 

 



　
４
月
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た
公

共
施
設
等
使
用
料
金
の
変
更
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
町
内
の
方
々
は
無
料
と

し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
も
、７
月
か

ら
有
料
を
基
本
に
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
広
報
４
月
号
で
は
有
料
化
に
至
る

経
緯
と
概
要
、そ
し
て
代
表
的
な
料

金
に
つい
て「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
」と「
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」を
例

に
と
って
説
明
し
ま
し
た
。 

　
今
月
号
で
は
、免
除
と
な
る
場
合

の
使
用
内
容
と
共
通
回
数
券
の
発
行

に
つい
て
説
明
し
ま
す
。 

　
有
料
化
に
際
し
ま
し
て
は
、町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

いい
た
し
ま
す
。 

 

■
免
除（
無
料
）対
象
の
使
用
例 

　
有
料
に
な
る
施
設
の
利
用
状
況
を

み
て
み
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
個

人
が
い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
利
用
し
て
お

り
、各
団
体
の
性
格
や
目
的
を
考
え

る
と一律
に
有
料
と
す
る
の
で
は
な
く
、

利
用
料
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
適
当

な
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
、施
設
を
有
料
化
す
る
に
あ

た
って
、次
の
と
お
り
免
除
が
で
き
る

基
準
を
設
け
ま
し
た
。（
基
本
的
に

は
各
施
設
共
通
で
す
。） 

 

A
町
内
学
校
等
が
授
業
や
学
校
行

事
と
し
て
使
用
す
る
場
合（
幼
児
セ

ン
タ
ー
、小
中
学
校
、東
川
養
護
学
校
、

東
川
高
校
、専
門
学
校
、そ
の
他
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
含
む
。） 

B
中
学
生
以
下
が
個
人
使
用
す
る

場
合 

C
各
少
年
団
等（
少
年
団
及
び
少
年

団
活
動
に
係
る
父
母
会
等
、ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、羽
衣
太
鼓
ジ
ュニ
ア
等
）が

練
習・大
会・会
議
等
で
使
用
す
る
場

合 D
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
使
用
す
る
場
合 

E
公
民
館
及
び
各
分
館
活
動
で
使

用
す
る
場
合 

F
各
種
団
体
等
が
、公
共
性
が
あ
り

全
町
的
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

使
用
す
る
場
合 

G
体
育
館
等
に
お
け
る
一
般
開
放
で

使
用
す
る
場
合（
指
定
曜
日
及
び
指

定
時
間
） 

H
各
地
域
振
興
会
、各
地
域
婦
人
会

及
び
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
活

動
で
使
用
す
る
場
合 

I
個
人
及
び
団
体
が
、公
共
性
又
は

公
益
性
の
あ
る
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
使
用
す
る
場
合（
免
除
ま
た
は

減
免
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。） 

※
上
記
以
外
で
も
免
除
ま
た
は
減
免

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、上

記
団
体
等
の
使
用
で
あ
って
も
、飲
食

を
目
的
と
す
る
使
用
等
は
有
料
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
共
通
利
用
回
数
券
の
発
行
に

つ
い
て 

　
使
用
料
の
有
料
化
と
変
更
に
伴
い
、

利
用
者
に
配
慮
し
た
料
金
の
徴
収
と

利
便
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、共
通

回
数
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。一部
施

設（
道
草
館
、キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家

族
旅
行
村
な
ど
）を
除
き
各
施
設
で

共
通
し
て
使
用
で
き
、１１
枚
綴
り
で

１０
枚
分
の
料
金
と
な
って
お
り
ま
す

の
で
、定
期
的
に
使
用
す
る
場
合
な

ど
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
回
数
券
の
種
類
と
価
格 

（
い
ず
れ
も
11
枚
綴
り
） 

               

●
発
行
場
所 

・農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

・西
部
地
区
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

・Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

・文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

・老
人
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
役
場
窓
口（
企
画
総
務
課
、税
務
住

民
課
） 

お
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、役
場

企
画
総
務
課（
@
８２ 
｜
２
１
１
１ 

内
線
２２６
）ま
た
は
各
施
設
担
当
者
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
町
営
バ
ス
運
賃
も
改
正
に 

　
町
営
バ
ス
運
賃
に
つい
て
も
７
月
１

日
よ
り
改
正
に
な
り
ま
す
。 

　
改
正
後
は
、今
ま
で
老
人
、小
学
生
、

中
学
生
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
有
料
に
な
り
ま
す
。 

　
改
正
後
の
普
通
運
賃
に
つい
て
は
、

中
学
生
以
上
の
方
が
１
回
１５０
円
、小

学
生
は
１
回
７０
円
、小
学
校
入
学
前

の
幼
児
は
無
料
と
な
り
ま
す
。 

 

■
定
期
券
・
回
数
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い 

　
定
期
乗
車
券（
定
期
券
）に
つ
い
て

は
、普
通
運
賃
よ
り
割
引
さ
れ
て
お
り
、

通
勤
定
期
は
２５
％
引
き
、通
学
定
期

は
７０
％
引
き
、回
数
券
に
つ
い
て
は
、

１１
枚
１
組
で
普
通
運
賃
１０
回
分
の
料

金
と
な
って
い
ま
す
。 

　
通
学・通
勤
や
通
院
で
町
営
バス
を

定
期
的
に
利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て

お
徳
な
制
度
に
な
って
い
ま
す
の
で
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、お
手
持
ち
の
未
使
用
回
数

券
に
つい
て
は
７
月
１
日
よ
り
差
額
料

金
を
足
し
て
使
用
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、ご
希
望
の
方
は
販
売
所
に

お
い
て
１
組
単
位
で
差
額
料
金
と
引

換
え
に
新
し
い
回
数
券
と
交
換
い
た

し
ま
す
。 

　
ま
た
、身
体
障
害
者
、知
的
障
害

児（
者
）、精
神
障
害
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、無
料
乗
車
証
の
交
付
を
行
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、役
場
税 

務
住
民
課
に
お
問
い
合
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
定
期
乗
車
券
お
よ
び
回
数
券
の
販

売
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１４
日
よ
り
、

役
場
１
階
税
務
住
民
課
１
番
窓
口
、

道
草
館
窓
口
、診
療
所
受
付
で
お
取

り
扱
いい
た
し
ま
す
。 

　
定
期
乗
車
券
お
よ
び
回
数
券
購

入
に
つい
て
は
、窓
口
が
混
み
合
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
ご
購
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。回
数
券
は
バス
の

中
で
も
販
売
し
ま
す
の
で
運
転
手
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
都
市
建
設

課
管
理
係
） 

 

特 集  
7月からスタート 

　7月から公共施設等利用の有料化がいよいよはじまります。受益と負担の意義を見な
おし、利用者には応分の負担を求めていく取組みです。皆様のご協力をお願いします。 

種　　　　類 価　　　　格 

500円 50円×11枚 

100円×11枚 
200円×11枚 

500円×11枚 
1,000円×11枚 

1,000円 
2,000円 

5,000円 
10,000円 

まちの魅力を全国に発信してくれる方を探しています 

　町では、東川町の魅力を全国的に拡げていくため、本町
出身者やゆかりのある方を「ひがしかわ観光大使」に任命
し、全国に向けて町のＰＲをしたいと考えています。 
　つきましては、「ひがしかわ観光大使」にふさわしい方に
ついて情報をお持ちの方は、役場産業振興課観光係まで
お知らせください。 
　皆様から寄せられた情報をもとに､「ひがしかわ観光大使」
を選考・任命します。なお、就任依頼等は役場産業振興課
が行います。 
 
●候補者の要件　 
・町外に居住している本町の出身者並びにゆかりのある方
で、経済、学会、マスコミ、芸術文化およびスポーツなどの
各界で活躍されている方。 
・本町に居住または勤務したことのある町外在住の方で趣
旨に賛同いただける方 
 

●「ひがしかわ観光大使」の活動内容 
・大使の持つ仕事や人脈、日常活動で許される範囲での東
川町のＰＲ 
・町のイメージアップ、ＰＲのために役場等が作成する広報
誌、パンフ等への応援メッセージの寄稿（顔写真入り） 
・町の観光振興やまちづくりへの提言、アドバイス 
●情報提供の方法 
ふさわしいと思う方の氏名、連絡先、
職業等をお知らせください 
●情報提供締切り 
6月18日ª 
●連絡およびお問い合わせ 
役場産業振興課観光係 
@８２－２１１１（内線１３４） 
Fax８２－３６４４ 
Ｅ－mail 
daisetsu@town.higashikawa.Lg.jp

観
光
大
使

 

 



　４年生から６年生の間、アジア、インド、ネイテ
ィブ系など見た目もはっきり違うクラスメートがい
ました。あとは一見みな同じ“白人”ですがイギリス、
ドイツ、スコットランド、アイルランドなど家族の
歴史はいろいろでした。家の中では母国語という家
庭もありましたが、カナダに住む歴史が長い家庭で
はうちも含めてみんな英語を話していました。 
 
　お互いの違いに気づき始めたのがこのころです。
みなそれぞれ学校外では食べるものも生活習慣も別
でした。私や弟妹は柔道を習い毎日米飯を食べてい
ましたが文化的な面では無知でした。実際弟はよく
人に自分は中国人とのハーフだと言っていたくらい
です。本当になんにも知らなかったのですね。 
 
　いろんな人種がいたけれど区別されたのは学校の
授業が英語とフランス語にわかれるようになったと
きが初めてでした。各学年には英語で授業をするク
ラスが一つとフランス語で授業をするクラスが２つ
ありました。６年生で学級がまた混合になったとき
派閥ができたりもしましたが、新しい友達を作るき
っかけにもなりました。異なる文化や言語などまだ
若いこの時期に世界の広さを知ることができ、学校
生活は素晴らしい経験になりました。 
 

During Grades 4, 5 and 6, the diversity among 
students in the classroom was expanding.  Some 
were visibly different: Asian, Native, East Indian… 
The rest looked ‘white’, ie. English, German, 
Scottish, Irish, but we all had different family stories.  
Some spoke their native tongue at home, while other 
families had been in Canada so long that the whole 
family spoke English (mine included). 
 
I guess this is when we started to take notice of each 
other's differences.  Some of us just did different 
things and ate different foods after school.  As for 
me and my siblings, besides doing Judo and eating 
rice on a daily basis, we knew nothing about our 
family's culture.  In fact, my younger brother would 
often tell people that he was half-Chinese.  We really 
had no clue. 
 
It was very peculiar how amongst the varying races, 
the most segregation that we had experienced was 
due to the fact that our schools were run in both 
English and French.  There was one English class 
and two French classes in each grade.  In Grade 6, 
they began to mix the homerooms, which led to both 
the forming of cliques as well as the opportunity to 
make new friends.  I think it was a great way to 
experience school.  Different cultures, and different 
languages.  At such a young age, we were all 
realizing how big the world really was.
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　昨年の第１０回写真甲子園に参加した選手たちの
感想を文集から抜粋してお知らせします。 
～写真甲子園は、私が思っていたよりも大変でした。１
日目は朝から雨が降っていて、三脚やカメラの持ち運
びが大変でした。２日目は晴れていたので、楽しく撮
影できました。第１ステージのテーマは、『水稲発祥の
地』の碑を読んで決めました。地味なテーマで、戦い
には不利でしたが、私たち農業高校生としては避け
て通れないテーマです。私たちは、薄明の水田に佇み、
先覚者の苦労を想いました。テーマの発表では、覚え
たはずの原稿が出てきませんでした。 
  大変な思いをしましたが、今では良い思い出です。
短い間だったけど、とても楽しく撮影に取り組み、大変
なこともあったけど、がんばることができました。 
　私たちが北海道でがんばることができたのは、写真
甲子園に協力してくださった皆さんのおかげです。東
川町の皆さん本当にありがとうございました。 
愛媛県立大洲農業高等学校　１年　森山 真由美 

  歴代総理大臣１６人の素顔の表情を撮り収めた「宰
相列伝」写真展は、４月２４日から５月９日までの日程の間、
延べ２,２１９人の入館者を記録し、大盛況のうちに終
了しました。 
　この写真展は、東川町開拓１１０年および写真の町
２０年を記念して開催したもので、写真展には小泉純
一郎内閣総理大臣から生花と祝電をいただきました。
この他にも中曽根康弘、海部俊樹元総理大臣や内
閣官房長官始め、国会議員や
旭川市長などから祝電が贈ら
れるなど、本町開催の写真展と
しては、格別で大変名誉な写真
展でした。 

写真左から 
坂本先生・森山真由美さん・
増田美絵さん・山本理沙さん 

５月１１日から３０日まで文化ギャラリーで開催された、
戦争の傷跡が残るカンボジアクメールの人 を々テーマ
にした「クメールの人々…片隅に生きる庶民の肖像」
展の写真家中川裕次さんよりお礼のメッセージをいた
だきましたので紹介します。 
 
　出発点としての東川町「クメールの人々…片隅に
生きる庶民の肖像」展を終えて。 
　「伝えてくれ、俺たちのことを。地雷原の生活がど
んなものかを」 
　片足の古びた義足を引きづるようにして近づいてき
た男性が、訴えかけるようにいった。長い内戦は地雷
や貧困など膨大な負の遺産を遺したまま終結した。
世界の注目が離れていくなか、取り残された人々は、
貧困と地雷の恐怖などで過酷な生活を強いられてい
る。 
　アジア・アフリカ・中南米など長い放浪の末にカンボ
ジアの人 と々出会った。すべての人生を戦争に翻弄
されてきた人々のやり場のない怒りや悲しみの目に触
れたとき、放浪中常に胸に秘めてきた「さまざまな状況
下の人々の姿を写真で表現し、日本に伝えたい」とい
う思いが一気に噴出した。 
　発表の機会を模索していた昨年４月、知人の紹介
で「写真の町」東川町との出会いに恵まれた。長く世
界中を放浪していたわたしにとって、大雪を眼前に望
む雄大な自然とあたたかい人々のこころ遣いが胸に
しみた。 
　文化ギャラリーで初めての個展を開くことができ、こ
れが写真家としてのデビュー展となった。町民の皆様
から多くの励ましのお言葉と勇気をいただいた。それ
を励みに再びカンボジアを取材して歩き、その成果を
今年再び東川町で発表することができた。東川町は
私の写真家人生の出発点としてかけがえのない心
のよりどころ
となった。 
写真家 
中川裕次 



町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を
進めていくための学習、研修、健康づ
くりに関する情報を提供しています。 
また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと考
えています。こんなサークルを作りた
い、また参加してみたい、こんな学習
資料、指導者の情報を提供してほし
い。こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますの
で、どしどしご意見・ご希望をお寄せく
ださい。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

　この事業は、生涯学習時代における町民皆さんの自主的な学習を奨励し、
支援するものです。 
　興味をお持ちの方は、お友達お誘い合わせのうえ、多数応募されますようご
案内いたします。 

＝マイプラン・マイスタディ講座（自主学級）＝ 
◎開催要領 
☆学習希望者が仲間（５名以上）を募り、開設申請書（学習計画書を含む）を
教育委員会に提出すると開催できます。 

☆開設期間は、平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日までとします。 
☆学習分野は、趣味娯楽、家庭生活、文化教養、健康づくり、スポーツなどの
分野とします。できるだけ皆さんの希望に沿えるように努めますが、万が一
適当な講師が見つからず、講座が開催できない場合はご了承ください。 

☆会場は、町公共施設をご利用ください。（学習分野によっては、町外施設も
使用可） 

☆対象は、一般町民とします。（町内在住または、勤務する者） 
◎経　　費 
☆１講座１回１人５００円です。計画回数分を申込みの時に一括納入願います。
都合で欠席されても参加料は返却できませんのでご了承ください。 

☆講師謝金は、１講座５回を限度に教育委員会で負担しますが、材料等個人
に係る経費は自己負担となります。 
◎申 込 先 
☆教育委員会社会教育課（@８２－３２００）へ、開設申請書を提出してください。 
☆学習要望等に対する相談にも応じます。 
◎講座項目〔主なもの〕 
　１.陶芸　２.英会話　３.押し花　４.写真　５.クラフト　６.染め物 
　７.編物　８.絵画　９.着つけ　１０.書道　１１.和裁　１２.切り絵　１３.パソコン 
　１４.太極拳　１５.卓球　１６.スキー　１７.テニポン　１８.パンづくり他 

「みんなでつくるあったか」標語 
　　　 （平成１５年度入選作品） 

優秀賞 一般の部 

（北町５丁目　成田　久美子） 
なにげない　心づかいに　事故はなし 

清水公代写真展 
「無常無我」より 

社会教育 
TEL.82-3200

文化ギャラリー 
TEL.82-4700

子育てネット「たんぽぽ」６月のお知らせ 
　対　象　町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ１》子育て支援センターで遊ぼう 
　と　き　６月１０日∫　午前１０時～正午 
　ところ　ももんがの家　子育て支援センタープレイルーム 
　申込み　不要 
《テーマ２》いちご狩り 
　と　き　６月３０日π　午前１０時　ももんがの家駐車場に集合して現地まで歩いて行きます。 
　ところ　溝口ファーム（西４号北７番地） 
　参加料　大人　５００円　子供　無料 
　持ち物　汚れていい服装、おしぼり、他各自必要なもの 
　申込み　６月２５日までに保健師または子育て支援センター坂東まで（@８２－５１００） 
　問い合わせ先　役場保健福祉課　保健師まで（@８２－２１１１） 

相談日　１６日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

6月の教育相談 

よりいっそう地域の活性化を 
－第３地区をモデルに指定－ 
 
 
　全国で市町村合併問題が論議さ
れていますが、本町においては今
後自立を目指すため行政と地域が
協働して町づくりをすすめていく
必要があり、これからは、地域の
住民が自ら考え、実行して地域を
よりいっそう活性化させなければ
なりません。 
　このため、東川第３地区をモデ
ル地域に指定し５月１日から地域
活動推進委員（森定夫氏・東８号
北１）を委嘱し地域の活性化を図
っていきたい
と考えていま
す。 
　さらに、地
域の独自性や
主体性を引き
出すような組織づくりも併せて検
討していきます。 
　なお、勤務場所は児童館、勤務
日数は週３日程度の予定です。 
 
 
 
 
 
 
　読書は、文章を読む活動を通し
て想像の世界に思いをめぐらす楽
しさと、知識や教養を高める大切
な働きであり、心豊かな人間性を
育み、家庭生活を豊かで楽しくす
るために欠かすことのできないも
のです。 
　読書の生活化・図書室の利用促
進を図ることと併せて表現力の向
上を目的として、広く読書感想文
を公募しコンクールを実施いたし
ます。 
●募集要項 
資　　格　町内小学校・中学校・
高等学校の児童生徒並びに一般町
民 
部門および字数 
A小学校１年生の部　２１０字詰原

稿用紙３枚以内 
B小学校２年生の部　　　〃 
C小学校３年生の部　４００字詰原
稿用紙３枚以内 
D小学校４年生の部　　　〃 
E小学校５年生の部　４００字詰原
稿用紙４枚以内 
F小学校６年生の部　　　〃 
G中学生の部　　　　４００字詰原
稿用紙５枚以内 
H高校の部　　　　　　　〃 
I一般の部　　　　　　　〃 
応募点数　１人１点とする。 
募集期間　平成１６年７月１日∫か
ら９月３０日∫まで。 
応 募 先　東川町公民館（農村環
境改善センター内）東川町東町１
丁目１５番３号 
そ の 他 
・感想文は指定の原稿用紙を使用
し、題名・住所・氏名（学校の場
合は、学校名・学年）を記載する。 
・原稿用紙は公民館で準備する。 
・応募作品は返却しない。 

・原稿は、濃い鉛筆かボールペン
で書く。（ワープロ原稿も可） 
●審査と表彰 
　審査は、学識経験者に依頼し、
表彰は、下記により行う。 
A各部門別に、金・銀・銅賞　各
１名および佳作若干名を選定し表
彰する。（小学生部門は各学年別
に表彰） 
B入賞者には、賞状および副賞を
贈る。 
C表彰式は、１２月４日º公民館
（農村環境改善センター）で行う
予定です。 
その他不明な点は、公民館（@８２
－３２００）へお問い合わせくださ
い。 
一般の方々の多数の応募を特にお
待ちしております。 

平成１６年度読書感想文コンクール 
作品を募集します 

●小原和夫写真展「春光台」 
　６月１日∏～１３日∂ 
●東川フォトクラブ写真展 
　６月１日∏～１３日∂ 
●２００４，ＤＡＮＮＰ写真展
「北の鼓動」 
　６月２日π～２３日π 

●第１３回林忠彦賞受賞作品展
（千葉県・飯田　樹） 
　６月１５日∏～７月４日∂ 
●東川百慶写真展 
　６月１５日∏～７月４日∂ 
●清水公代写真展「無常無我」 
　６月２５日ª～７月１４日π 

展示のご案内 
 

公民館 
TEL.82-3200

東川町生涯学習ネットワーク事業 



●支給を受けることができる事業者 
A雇用保険法の適用事業を行う次の法人・個人等であること。 
B次のいずれかに該当する法人・個人等 
 
 
 
C町から推薦と支援を受けて、地域づくりに資する次の事業を行うこと。 
新規開業・新事業展開等により取り組む、町の基本構想又は独自に策定・公表している地域づくり計画等の推
進に寄与する事業 
D常用の従業員２人以上を新たに雇い入れること。 
※特例として２人のうち常用雇用者が１人となっても認める場合があります。 
※常用の従業員とは、雇用保険の一般被保険者又は短時間被保険者となる従業員です。 
一般被保険者　　１週間の所定労働時間30時間以上 
短時間被保険者　１週間の所定労働時間30時間未満20時間以上 
 
●助成内容 
・事業費の助成　事業を実施するために必要となる設備投資資金、運転資金、試験研究・開発費を助成します。
助成率はかかった経費の２分の１以内（250万円限度） 
・雇い入れ(賃金)の助成　事業を実施するために新たに雇い入れた常用の従業員の賃金を助成します。一般
被保険者　30万円／人、　短時間被保険者10万円／人（人数制限なし） 
 
●応募のしかた 
　新規開業・新事業展開等により、新たな雇用を創出する事業が対象です。 
すでに新規開業等に取り組んでいる事業者も、雇用の時期により対象となる場合がありますので、お問い合わ
せください。対象となる事業を行う場合は、事前に町に相談してください。(応募に必要な事業計画書の用紙
は町に備えてあります) 
 事業計画書提出期限　平成16年6月21日（月） 
 
お問い合わせ先　役場産業振興課商工係@82－２１１１（内133） 

新規開業・新事業展開等により地域づくりに資す
る事業に取り組む事業主の皆さんを応援します。 

■中小企業者／■中小企業団体／ＮＰＯ法人／■その他地域づくりに資する団体 
ただし、直近の6カ月間、従業員を事業主の都合により解雇していないこと 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団 

団
長
　
上
村
　
栄一 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団 

団
長
　
堀
部
　
國
正 



■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310

6月 

6月のこよみ 

日 月 火 水 木 金 土 
１ 2 3 4 R 

ö 7 8 9 10 11 Y 
° 14 15 16 17 18 ` 
® 21
Ø 28

22 23 24 25 g 
29 30

7月 
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 P 
ò 5 6 7 8 9 W 
ü 12 13 14 15 16 ^ 
¶ ß 
≠ 26

20 21 22 23 e 
27 28 29 30 l 

  １日　海洋センタープールオープン 
１３日　第一、第二、第三小学校運動会 
１７日　町議会第２回定例会（１８日） 
１９日　山の祭りヌプリコロカムイノミ 
　　　日本ハムファイターズ応援バスツアー 
２０日　幼児センター運動会 



     

　
写
真
甲
子
園
初
戦
審
査
会
を
６
月

２４
日
に
東
京
品
川
で
開
催
す
る
に
あ

た
り
東
川
町
出
身
で
東
京
在
住
者
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
仕
事
の
内
容
は
、
審
査
時
に
お
け

る
写
真
の
出
し
入
れ
お
よ
び
軽
作
業

で
す
。 

　
１
日
交
通
費
込
み
で
６，
０
０
０
円
。

時
間
は
朝
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
７
時
間
で
す
。 

　
東
京
に
お
住
ま
い
の
家
族
を
お
持

ち
の
方
で
１
日
だ
け
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
希
望
す
る
方
は
役
場
特
別
対
策
室

@
８２
ñ
２
１
１
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

      

　
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町
で

は
北
海
道
猟
友
会
旭
川
支
部
東
川
部

会
に
委
託
を
し
て
、
次
の
と
お
り
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
農
作
物
の
被
害
等
で
お
困
り
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

実
施
期
間
　
平
成
１６
年
４
月
１２
日
か

ら
７
月
１０
日 

実
施
区
域
　
東
川
町
全
域
（
た
だ
し
、 

市
街
地
区
域
、
社
寺
公
園
等
は
除
き

ま
す
。
） 

お
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
林
務

係
　
@
８２
ñ
２
１
１
１ 

      

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
連
絡
部
南
地
区

隊
で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。 

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
１８
歳

以
上
２７
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
１６
年

１０
月
１
日
現
在
） 

受
付
締
切
　
８
月
９
日
∑ 

試
験
日
　
８
月
２２
日
∂ 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
） 

入
隊
予
定
日
　
１０
月
下
旬
予
定 

お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
南
地
区
隊
@
２２
ñ
０
６
４
８

ま
た
は
役
場
企
画
総
務
課
@
８２
ñ
２

１
１
１
お
よ
び
募
集
相
談
員
小
野
利

昌
@
８２
ñ
３
７
３
７
ま
で 

　
中
山
間
地
域
で
の
農
業
生
産
の
維

持
に
よ
り
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
国
で
は
平
成
１２
年
度
か

ら
５
年
間
の
対
策
と
し
て
、
平
地
地

域
と
の
生
産
条
件
格
差
を
埋
め
る
た

め
直
接
支
払
す
る
、
我
が
国
農
政
史

上
初
め
て
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
以
下
、
本
町
で
の
取
組
と
平
成
１５

年
度
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

▼
対
象
地
域 

　
対
象
地
域
は
地
域
振
興
５
法
地
域

で
あ
り
、
本
町
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、

農
林
統
計
上
の
中
間
農
業
地
域
で
あ

る
た
め
、
特
認
地
域
と
し
て
対
象
と

な
り
ま
し
た
。 

▼
対
象
者
お
よ
び
集
落
の
概
要 

　
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
５
年
間
以

上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行

う
農
業
者
等
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。 

　
本
町
で
は
全
町
を
１
つ
の
集
落
と

し
て
集
落
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

▼
対
象
農
用
地
お
よ
び
交
付
額 

　
対
象
農
用
地
は
、
１００
分
の
１
以
上

の
傾
斜
及
び
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
以
上

ま
と
ま
り
の
あ
る
面
積
（
団
地
）
を

有
し
、
か
つ
耕
作
者
等
の
同
意
を
得

て
い
る
農
用
地
（
田
）
で
す
。 

　
ま
た
、
１０
ア
ー
ル
当
た
り
で
の
交

付
単
価
は
、
１００
分
の
１
以
上
の
緩
傾

斜
農
用
地
（
田
）
で
８
千
円
、
２０
分

の
１
以
上
の
急
傾
斜
で
２
万
１
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

▼
対
象
行
為
お
よ
び
事
業
実
施
概
要 

　
本
町
で
は
、
協
定
に
よ
る
共
同
取

組
活
動
を
通
じ
て
耕
作
放
棄
地
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
管
理
運
営
費
を

除
く
交
付
金
の
全
額
を
共
同
取
組
活

動
に
充
て
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取

組
は
毎
年
集
落
で
検
討
し
、
交
付
金

の
使
い
道
も
協
定
参
加
者
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
取
組
内
容
お
よ
び

支
出
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

▼
交
付
期
間 

　
本
町
は
制
度
導
入
開
始
が
、
平
成

１３
年
度
か
ら
で
あ
る
た
め
、
４
年
間

の
交
付
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
協

定
は
５
年
間
で
あ
る
た
め
、
平
成
１７

年
度
ま
で
は
対
象
農
用
地
の
耕
作
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
事
業
費
の
負
担
割
合 

　
通
常
の
対
象
と
な
る
地
域
振
興
５

法
の
指
定
地
域
で
は
、
国
が
２
分
の
１
、

道
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
の
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
本
町
は
特
認
地

域
で
す
の
で
国
・
道
・
町
が
各
３
分

の
１
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

▼
東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会 

　
本
事
業
は
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

　
中
山
間
事
業
に
つ
い
て
は
東
川
町

中
山
間
制
度
推
進
協
議
会
事
務
局
（
役

場
産
業
振
興
課
農
務
係
内
@
８２
ñ
２

１
１
１
内
線
１３６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

特
別
対
策
室
写
真
の
町
推
進
係 

写
真
甲
子
園
初
戦
審
査
会 

（
東
京
で
実
施
）ア
ル
バ
イ
ト
の 

募
集
に
つい
て 

産
業
振
興
課
林
務
係 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し 

て
い
ま
す 

企
画
総
務
課
総
務
係 

１０
月
採
用
自
衛
官（
陸・海・空
） 

の
募
集
の
お
知
ら
せ 

北
海
道
保
健
福
祉
部 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川 

旭
川
公
共
職
業
安
定
所
か
ら 

来
春
卒
業
高
校
生
の
求
人
受 

付
の
お
知
ら
せ 

当
麻
町
農
協
よ
り
日
本
一
の 

バ
ラ
の
花
プ
レ
ゼ
ン
ト 

    

　
サ
ハ
リ
ン
地
域
（
樺
太
）
に
お
い

て
、
物
故
し
た
方
々
の
遺
族
が
現
地

を
訪
問
し
て
墓
参
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
友
好
親
善
を
図

り
ま
す
。 

実
施
時
期
　
８
月
２２
日
∂
〜
２７
日
ª

６
日
間
（
定
期
航
空
路
の
日
程
に
よ

り
、
実
施
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
） 

墓
参
地
域
　
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

（
旧
豊
原
）
、
コ
ル
サ
コ
フ
（
旧
大

泊
）
、
ア
ニ
ワ
（
旧
留
多
加
）
、
ホ

ル
ム
ス
ク
（
旧
真
岡
）
、
チ
ェ
ホ
フ

（
旧
野
田
）
、
ト
マ
リ
（
旧
泊
居
）、

ネ
ベ
リ
ス
ク
（
旧
本
斗
）
、
ゴ
ル
ノ

ザ
ボ
ー
ツ
ク
（
旧
内
幌
） 

募
集
人
員
　
１０
名 

参
加
遺
族
の
範
囲
　
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方
（
た
だ
し
、
過
去
に

こ
の
墓
参
に
参
加
し
た
方
と
そ
の
親

族
を
除
く
） 

A
北
海
道
内
に
居
住
（
住
民
登
録
）

さ
れ
て
い
る
方 

B
サ
ハ
リ
ン
地
域
（
樺
太
）
に
埋
葬

ま
た
は
納
骨
さ
れ
て
い
る
方
の
配
偶

者
お
よ
び
三
親
等
内
の
親
族 

C
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
状
態
に

あ
る
方 

申
込
先
　
北
海
道
保
健
福
祉
部
保

護
課
　
〒
０
６
０
ñ
８
５
８
８
　
札

幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目 

申
込
期
限
　
７
月
上
旬
（
予
定
） 

お
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
保
健
福
祉

部
保
護
課
援
護
グ
ル
ー
プ
@
（
０１１
）

２３１
ñ
４
１
１
１
内
線
２５
ñ
８２４ 

       

　
平
成
１７
年
３
月
の
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
求
人
受
理
お

よ
び
選
考
等
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

次
の
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

求
人
受
理
開
始
　
６
月
２０
日
∂ 

求
人
票
返
戻
　
７
月
１
日
∫
以
降 

推
薦
開
始
　
９
月
５
日
∂ 

選
考
・
内
定
開
始
　
９
月
１６
日
∫ 

お
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭

川
　
@
５１
ñ
０
１
７
６
ま
で 

     

　
５
月
１３
日
当
麻
町
農
協
代
表
理
事

組
合
長
冨
田
一
義
氏
が
訪
れ
、
当
麻

町
で
生
産
さ
れ
た
バ
ラ
の
花
束
を
贈

呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

と
な
り
ま
ち
当
麻
町
は
夏
バ
ラ
の
生

産
が
盛
ん
で
農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど

数
々
の
賞
に
輝

く
バ
ラ
の
生
産

地
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。 

河
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
は
農
村
が
持
つ
多
く
の
機
能
に
よ
り
下
流
域

の
都
市
住
民
を
含
む
多
く
の
国
民
の
生
命
と
財
産
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
傾
斜
地
の
多
い
中
山
間
地
域
な
ど
で
は
、
平
坦
な
地
域
に
比
べ
農
作
物
の
生
産
条
件
が

不
利
な
こ
と
か
ら
高
齢
化
が
す
す
み
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
り
こ

れ
ら
の
機
能
の
低
下
が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

対象者の 
概 要 

対 象 農 用 
地 及 び 交 
付 額 の 概 
要  

対 象 行 為 
及 び 事 業 
実 施 の 概 
要  

農業者 
うち対象農地　有 
うち対象農地　無 

生　産　組　織 
合計 
緩傾斜農用地面積 
団地数 
交付金額 

急傾斜農用地面積 
団地数 
交付金額 

規模拡大加算面積 
団地数 
交付金額 

協定面積（規拡除） 
団地数（規拡除） 
交付金額（規拡除） 

管理運営費 
農業生産活動費 
多面的機能増進活動費 
生産・収益の向上活動費 
担い手定着活動費 

 

５４０人 
１１６人 
４２４人 
１法人 
５４１人 

４，３１４，４４０fl 
２０１団地 

３４，５１５，５２０円 
１２１，３７７fl 

６団地 
２，５４８，９１７円 
３４９，６２３fl 
２４団地 

５２４，４３４円 
４，４３５，８１７fl 
２０７団地 

３７，５８８，８７１円 
３，１５３千円 
４，５３２千円 
８，２５６千円 
２０，４１７千円 
５２５千円 

項　　　　　目 

新庁舎での執務開始は 

を予定しております。 

〒070-0026

（管轄区域は変わりません） 

（現在使用している番号と同じです） 

新庁舎所在地 

旭川市東6条1丁目2番15号 

代表番号 @（0１66）23-6291

なお、現庁舎での執務は 
平成16年6月18日（金）17時まで行っております。 

【お問い合わせ】 旭川東税務署　総務課 
@23－6291

平成16年 月 日（月） 6 21

農地周辺の環境整備 

農地周辺の環境美化活動 

〈表〉東川町中山間制度推進協議会（全町集落）の概要 

平
成
１６年
度
サ
ハ
リ
ン
地
域 

（
樺
太
）墓
参
を
実
施
し
ま
す 



●
保
健
だ
よ
り 

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

社
協
通
信 

社
会
福
祉
協
議
会 

温
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

旭
川
東
警
察
署 

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止 

に
ご
協
力
を 

特
別
対
策
室
写
真
の
町
推
進
係 

写
真
の
町
倶
楽
部
よ
り
文
化 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
パ
ソ
コ
ン
寄
贈 

さ
れ
る 

     

　
「
写
真
の
町
」
東
川
町
の
応
援
組

織
で
あ
る
“ひ
が
し
か
わ
写
真
の
町
倶

楽
部
”（
会
長
　
庄
司
毅
）
よ
り
町
に

対
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
同
倶
楽
部
か

ら
贈
ら
れ
た
協
力
金
に
よ
り
設
置
し

た
、
キ
ャ
ノ
ン
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
と

接
続
し
、
画
像
の
調
整
か
ら
Ａ
１
サ

イ
ズ
ま
で
の
大
判
で
の
プ
リ
ン
ト
に

使
用
で
き
る
も
の
で
、
町
で
は
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
常
備
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
ひ
が
し
か
わ
写
真
の
町
倶
楽
部
は
、

今
後
「
写
真
の
町
の
子
供
た
ち
写
真

展
」
の
実
施
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
撮
影
作
業
を
進
め
て
い
る
最
中

で
す
。
７
月
６
日
か
ら
２２
日
に
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ん
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

     
　
消
防
団
長
を
退
任
さ
れ
た
上
村
栄

一
氏
よ
り
消
防
団
員
の
制
服
・
活
動

服
に
着
用
す
る
全
団
員
分
の
エ
ン
ブ

レ
ム
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
消
防
団
の
制

服
の
基
準

改
正
に
よ

り
着
用
が

認
め
ら
れ
、

大
雪
消
防

組
合
消
防

団
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
３
町
で
は
東
川

消
防
団
が
最
初
の
着
用
と
な
り
ま
す
。 

　
今
年
は
、
第
５
分
団
が
小
型
ポ
ン

プ
操
法
で
上
川
地
区
代
表
と
し
て
７

月
に
全
道
消
防
操
法
大
会
に
出
場
が

決
定
し
て
お
り
、
エ
ン
ブ
レ
ム
の
効

果
に
よ
っ
て
団
員
の
志
気
高
揚
、
消

防
団
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

消
防
団
に
エ
ン
ブ
レ
ム
が
寄 

贈
さ
れ
る 

６
月
１７
日 

寺
　
沢
　
孝
　
之 

       

　
４
月
１５
日
か
ら
５
月
１５
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

東
町
１
丁
目
　
三
浦
　
啓
孝
　
様 

２９　
　
　
区
　
河
本
　
弘
隆
　
様 

西
町
３
丁
目
　
安
孫
子
　
守
　
様 

  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

         

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
等
に
よ
り
お
こ
る
生
活
習
慣
病
は

年
々
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
教

室
で
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
柱
に
健
康
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
き
な
が
ら
身
近
な
材
料
を
使
っ

て
、
調
理
実
習
を
行
な
い
、
バ
ラ
ン

ス
・
味
付
け
等
を
確
認
し
な
が
ら
食

生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考
え
る
機

会
と
し
ま
す
。 

（
栄
養
教
室
は
希
望
す
る
方
の
み
食

生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
） 

対
　
象 

・
基
礎
編
　
健
康
に
関
心
が
あ
る
町

民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も 

・
応
用
編
　
食
に
関
心
が
あ
る
人
で

継
続
し
て
参
加
で
き
、
学
習
を
深
め

た
い
方 

日
　
時 

・
基
礎
編
６
月
２３
日
π
午
前
１０
時
〜

午
後
１２
時
３０
分
位
ま
で 

・
応
用
編
６
月
２９
日
∏
午
前
９
時
３０

分
か
ら
午
後
１２
時
３０
分
位
ま
で 

場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健

康
学
習
・
栄
養
指
導
室
） 

内
　
容
　
講
話
・
調
理
実
習
・
試
食
・

体
脂
肪
測
定
（
希
望
者
の
み
） 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾 

今
年
度
か
ら
参
加
負
担
金
（
食
材
料

の
一
部
と
し
て
）
１
人
１００
円
徴
収
し

ま
す
。 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場

栄
養
士
ま
で
@
８２
ñ
２
１
１
１ 
 

栄
養
教
室
（
基
礎
編
・
応
用 

編
）
の
お
知
ら
せ 

   

　
今
回
の
手
作
り
講
座
は
、
毎
年
好

評
な
陶
芸
教
室
を
実
施
し
ま
す
。 

育
児
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
お

子
さ
ん
か
ら
離
れ
て
お
母
さ
ん
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

対
　
象
　
家
庭
に
い
る
親
子
な
ら
ど

な
た
で
も 

日
　
時
　
６
月
２５
日
ª
午
前
１０
時
〜

正
午 

場
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ

レ
イ
ル
ー
ム 

講
　
師
　
理
創
夢
工
房
　
滝
本
宣
博

さ
ん
ご
夫
婦 

材
料
費
　
１，
２
０
０
円 

参
加
人
数
　
１０
組
〜
１５
組
程
度
予
約

制
（
６
月
７
日
か
ら
受
付
け
を
し
ま

す
が
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
当
日
は

託
児
も
あ
り
ま
す
。
） 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
町

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
@
８２
ñ

５
１
０
０ 

      

　
我
が
国
の
不
法
滞
在
者
は
、
約
２２

万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
我
が

国
の
治
安
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。 

　
不
法
滞
在
者
の
中
に
は
、
日
本
で

お
金
を
も
う
け
る
目
的
で
密
入
国
し

て
き
た
人
も
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人

の
な
か
に
は
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
や

日
本
人
に
成
り
す
ま
し
て
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
を
取
得
す
る
事
件
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
者
や
、
風
俗
関
連

の
店
で
不
法
に
働
く
者
も
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
不
法
滞
在
者
に
よ
る

犯
罪
防
止
と
不
法
滞
在
者
の
不
法
就

労
を
助
長
す
る
社
会
環
境
を
排
除
す

る
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
不
法
滞
在
者
等
に
関
す
る

情
報
は
、
旭
川
東
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
旭
川
東
警
察
署 

@
３４
ñ
０
１
１
０ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
手 

作
り
講
座
」
の
お
知
ら
せ 

と　　き　平成16年6月19日º　午後1時試合開始 
と こ ろ　旭川スタルヒン球場 
参 加 料　一　　　般：大人1,500円・子供500円 
　　　　　後援会会員：大人1,000円・子供無料 
　　　　　※子供料金は小中学生です。子供だけでの参加はご遠慮下さい。 
参加特典　A1塁側内野自由席チケット 
　　　　　B日本ハムファイターズ公式応援エアバット（2本） 
　　　　　C日ハム応援弁当 
　　　　　D日本ハムファイターズ応援米缶（1缶） 
　　　　　E無料送迎バス 
募集定員　200名 
日　　程　集合午前8時45分－出発午前9時－試合終了後球場出発 
申し込み　所定の参加申込用紙に記入の上、参加料を添えて申し込み

ください。 
　応援バスツアーは、米缶販売50,000缶突破を記念して、ñ東川振興
公社、商業協同組合の協賛により実施されます。また、会場でもファ
イターズの得点1点に付き100缶、ファイターズが勝った場合は2倍!!最
大1,000缶のファイターズ応援米缶がファンの皆様に配布されます。 
　詳しくは、北海道日本ハムファイターズ東川町後援会事務局（東川
町改善センター内@82-3200）へお問い合わせください。 

広報広聴係では広報誌への感想や質問、 
町への要望、提案をお待ちしております。 

●ご意見窓口　役場広報広聴係 
@８２－２１１１ 

E-mail  daisetsu@higashikawa.lg.jp 

懸賞クイズ４月号の正解と当選者 
答　え　「宰相列伝ー素顔の総理」 
当選者　関　未貴さんです。 
おめでとうございます。 

寄贈されたパソコン 



30％ 
乳頭 
9％ 

50％ 

9％ 16％ 

乳がん検診・子宮がん検診がかわります 

定期検診で早期発見 

お問い合わせ●保健福祉課保健指導係 
【6月分】 
  ３日⁄　親子ふれあい教室 予約制 …１０：００～１１：３０ 
  ４日¤　もぐもぐ教室 申込制 …１３：００～１４：００ 
　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～ 

（通知者以外は１４：３０～） 
  ８日ÿ　リハビリ教室…………１１：３０～１４：３０ 
  ９日Ÿ　リハビリ教室（理学療法士による指導） 予約制 
１０日⁄　親子ふれあい教室 予約制 …１０：００～１１：３０ 
　　　　 乳幼児予防接種 
　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：１５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１４：４５～１５：００ 
　　　　 風しん　　　　　　１５：３０～１５：４５ 
１７日⁄　親子ふれあい教室 予約制 …１０：００～１１：３０ 
　　　　 ＢＣＧ接種…………１３：４５～１４：１５ 
２２日ÿ　リハビリ教室…………１１：３０～１４：３０ 
２３日Ÿ　栄養教室（基礎編） 申込制 …１０：００～１２：００ 
２４日⁄　３歳児健診……………１２：４５～１３：１５ 
２５日¤　移動献血車来町 
２８日◊　子育て相談 予約制 
２９日ÿ　栄養教室（応用編） 申込制 …９：３０～１２：３０ 
 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 
  ４日¤　テーマ「１歳児さん散歩」…１０：００～１１：３０ 
１１日¤　テーマ「２歳児さん散歩」…１０：００～１１：３０ 
１８日¤　テーマ「３歳児さん散歩」…１０：００～１１：３０ 
〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
１日∏・２日π・７日∑・８日∏・９日π・１４日∑・１５日∏

１６日π・２１日∑・２２日∏・２３日π・２８日∑・２９日∏

３０日π 
※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

【7月分】 
  ２日¤ ごっくん教室 
　　　  乳幼児健診 
  ５日◊～7日Ÿ 
　　　  厚生病院ミニドック 
  ７日Ÿ 幼児歯科教室 
  ９日¤ 介護教室 
  １２日◊～１５日⁄ 
　　　  結核・肺がん検診 

 
１３日ÿ リハビリ教室 
２０日ÿ 子宮・乳がん検診 
２１日Ÿ 栄養教室（応用編） 
２２日⁄ 乳幼児予防接種 
２６日◊ 子育て相談 
２７日ÿ リハビリ教室 

　
国
の
検
診
指
針
が
変
わ
り
乳
が
ん
検
診
で
は
４０
歳
以
上
の
方
は
視
触
診
と

乳
房
Ｘ
線
検
査（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）の
併
用
検
診
に
、子
宮
が
ん
検
診
が
対

象
者
が
３０
歳
か
ら
２０
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。広
報
３
月
号
の
子
宮

が
ん
検
診
に
つ
づ
き
、今
月
は
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

●
増
え
て
い
る
乳
が
ん 

　
わ
が
国
で
は
年
間
約
４
万
人
の

女
性
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、年
間
１
万
人
近
い
女

性
が
乳
が
ん
で
亡
く
な
って
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
死
亡
数
は
こ
の
４０
年

間
で
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
！ 

　
今
後
更
に
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、定
期
検
診
が
重
要
で
す
。 

●
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
人 

・ 

家
族（
祖
母・母・姉
妹
）が
乳
が

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る 

・ 

初
産
年
齢
が
遅
い（
３０
歳
以
上
） 

ま
た
は
出
産
歴
が
な
い 

・ 

初
潮
が
早
く（
１１
歳
以
下
）、閉

経
が
遅
い（
５５
歳
以
上
）。 

・ 

閉
経
後
の
肥
満 

・ 

長
期
間
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法（
更

年
期
障
害
治
療
）を
受
け
て
い
る
人 

●
乳
が
ん
の
で
き
や
す
い
場
所 

　
外
側
上
部
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

          

●
こ
れ
ま
で
の
乳
が
ん
検
診 

　
こ
れ
ま
で
の
検
診
は
、専
門
医
に

よ
る
問
診
、視
診
、触
診
が
中
心
で

し
た
。２
０
０
０
年
に
改
定
さ
れ
た

厚
生
省
の
指
針
で
５０
歳
以
上
の
方

に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、当
町
も
原
則
と

し
て
５０
歳
以
上
の
方
で
希
望
者
に

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。 

●
変
わ
る
乳
が
ん
検
診 

　
前
述
し
た
よ
う
に
、乳
が
ん
患

者
が
増
加
し
て
お
り
、い
か
に
早
期

に
が
ん
を
発
見
す
る
か
が
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
す
。発
症
者
は
４０

〜
５０
代
に
多
い
と
言
わ
れ
てい
ま
す
。

検
診
方
法
と
し
て
視
触
診
単
独
で

は
現
在
の
段
階
で
は
死
亡
率
減
少

効
果
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
有
効
性
が
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
使
っ
た
場
合
、発
見
さ

れ
る
が
ん
の
７
割
以
上
が
早
期
が

ん
で
す（
視
触
診
で
は
４
割
）。早

期
が
ん
の
場
合
、十
年
生
存
率
は

９０
％
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
年
度
よ
り
、マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
対
象
者
枠
を
ひ
ろ
げ
、

検
診
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

４０
歳
以
上
の
方
は
視
触
診
と
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
併
用
検
診
を
お

勧
め
し
て
い
き
ま
す
。 

●
３０
代
の
検
診
に
つい
て 

　
３０
代
は
乳
腺
が
最
も
発
達
し
て

い
る
時
期
で
乳
腺
密
度
が
高
く
、マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
診
断
が
難

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。従
って
視

触
診
の
み
の
検
診
と
な
り
、国
の

視
診
で
は
３０
代
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。視
触
診
検
診
の
み
で
は
死

亡
率
減
少
効
果
が
少
な
い
た
め
で

す
。 

　
当
町
で
は
検
診
を
普
及
し
、検

診
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
上
に
お
い
て
も
、当
面
は
、３０
代

の
方
は
視
触
診
検
診
で
引
き
続
き

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、し
こ
り
や
分
泌
物
な
ど

の
自
覚
症
状
、も
し
く
は
家
族
歴

が
あ
る
方
な
ど
は
専
門
外
来
で
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

●
乳
房
の
自
己
検
診
の
す
す
め 

　
乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る

数
少
な
い
が
ん
で
す
。定
期
的
な

自
己
検
診
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

生
理
が
終
わ
っ
た
一週
間
後
、閉
経

後
の
人
は
毎
月
、日
を
決
め
て
行
い

ま
す
。 

                     

●
子
宮・乳
が
ん
の
検
診
日
程 

﹇
集
団
検
診
﹈ 

◯
７
月
２０
日
∏
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
１０
月
２７
日
π・
平
成
１７
年
１
月

２１
日
ª
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

に
バス
で
移
動
し
ま
す
。 

﹇
個
別
検
診
﹈ 

　
個
別
で
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ

ー
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

※
日
程
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、

詳
細
に
つい
て
周
知
し
ま
す
。不
明

な
点
な
ど
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 
 

　B両腕をあげて正面、
側面、斜めを映し、乳房の
どこかにくぼみやひきつ
れたところはないか、乳首
がへこんだり、湿疹のよう
なただれがないかを見ま
す。 

　A両腕を下げたまま、
左右の乳房を鏡に映して
みて、自分の正常な乳房
の形や乳首の姿などを覚
えておきます。 

　Cあおむけに寝て、右の乳房を調べる
ときは右肩の下に座布団か薄い枕を敷き、
乳房が胸の上に平均に広がるようにします。 
　D乳房の内側半分を調べるには、右腕
を頭のうしろに上げ、左手の指の腹でまん
べんなく、軽く圧迫して、ていねいに触る。 

　E外側半分を調べるには、
右腕を自然の位置に下げ、
左手の指の腹でまんべんなく、
軽く圧迫して、ていねいに触
れてみます。最後にわきの
下に手を入れて、シコリがあ
るかどうか触れてみます。 

　F乳房を指先でつまむようにして調べますと、異常が
なくてもシコリのように感じますから、必ず指の腹で探り
ましょう。 
　G同じ要領で左の乳房を検査します。 
　H最後に左右の乳房を軽くつまみ、乳をしぼり出すよう
にして、血のような異常な分泌物が出ないかを調べます。 

内側の半分 外側の半分 

実 施 日　7月5日∑～7日π３日間 
受付時間　午前7時～午前9時 
会　　場　保健福祉センター 
対 象 者　40歳以上の町民（今年度40歳になる方も該当） 
検査項目　胸部Ｘ線検査・血圧測定・心電図検査・胃バリウム 
　　　　　検査・便検査・尿検査・身長・体重・体脂肪測定 
料　　金　基本料金　　　　　　　　　　　　　　6,000円 
　　　　　国民健康保険加入者　　　　　　　　　4,500円 
　　　　　農協正組合員およびその家族　　　　　4,500円 
　　　　　国民健康保険加入者で農協正組合員及びその家族　3,000円 
申込期間　6月14日∑～7月9日ªまで 
申込方法　各行政区の主婦の会委員から配布されますチラシ
　　　　　の申込書に必要事項を記入し、保健福祉課まで申
　　　　　し込みください。 

　乳歯といえども放っておくと虫歯になります。みなさんで普
段のお子さんの様子や食・歯など、困っていることを出し合いな
がら、深めていきませんか？ 
テ ー マ　「お母さんはおうちの歯医者さん」 
対 象 者　概ね1才～3才児のお子さんを持つお母さん 
と　　き　7月8日∫午前10時～午前11時30分 
と こ ろ　子育て支援センター 
申し込み・お問い合わせ　役場保健師・栄養士に7月2日ªまで
にお申し込みください。@82－2111

次の日程で移動献血車が来町しますので、ご協力をお願いしま

実 施 日　7月20日∏ 
受付時間　（午前の部）子宮がん　午前9時～午前9時30分 
　　　　　　　　　　 乳がん　   午前9時30分～午前10時 
　　　　　（午後の部）子宮がん・乳がん 
　　　　　　　　　　　　　　　午後12時30分～午後1時 
会　　場　保健福祉センター 
対 象 者　子宮がん…20歳以上の女性 
　　　　　乳がん……30歳以上の女性 
　　　　　（40歳以上の方はＸ線検査と併用でお申し込みください。） 
料　　金　子宮がん　1,500円　　　　超音波　　500円 
　　　　　子宮体部　1,000円（必要な方のみ） 
　　　　　乳がん　　1,000円　　　　Ｘ線検査　1,000円 
申込方法　各行政区の主婦の会委員から配付されますチラシ
　　　　　の申込書に必要事項を記入し、保健福祉課まで申
　　　　　し込みください。 
申込期間　6月28日∑～7月9日ª 

実施日 

6月25日ª 
JA東川事務所前 
忠別ダムJV前 
役場庁舎前 

9：30～11：30
12：00～13：00
14：30～16：30

場　所 時　間 



いきいき・わくわく塾講師 

三原　真琴 

三原　真琴　みはらまこと 
いきいき・わくわく塾講師 
■いきいき・わくわく塾 
　町教委・東子連主催で高齢者が子
ども達に伝授する講座や、高齢者と
子ども達が一緒に学ぶ講座が年間概
ね7講座開催される。 
　講師には町内の芸術家や学識経験
者などがあたっている。 

　
私
達
は
毎
日
大
量
の
情
報
を
新
聞
、テ

レ
ビ
、Ｅ
メ
ー
ル
、職
場
、友
人
等
を
通
し
て
、

時
に
は
び
っ
く
り
、ど
っ
き
り
得
な
話
、危

険
な
事
件
、参
考
や
手
本
に
な
る
事
項
、単

な
る
面
白
お
か
し
い
噂
な
ど
を
手
に
入
れ

ま
す
。 

　
そ
れ
ら
の
情
報
を
意
識
的
に
あ
る
い
は

無
意
識
に
取
捨
選
択
し
、生
活
の
中
に
ど

う
取
り
入
れ
、ど
う
生
か
し
、ま
た
は
そ
れ

を
ど
う
忘
れ
て
し
ま
う
か
記
憶
に
と
ど
め

る
か
は
全
く
本
人
の
自
由
な
の
で
す
。こ

れ
ら
を
全
部
ひ
っ
く
る
め
て「
生
活
の
知
恵
」

と
も
い
え
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、特
に
子
育
て
最
中
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
は
そ
の
時
々
で
ハ
タ
と
行
詰

っ
た
り
疑
問
に
思
っ
た
り
ひ
と
り
悩
み
苦

し
ん
だ
り
し
た
、あ
る
い
は
す
る
と
思
い
ま

す
が
賢
い
皆
さ
ん
は
そ
の
都
度
お
２
人
で

話
し
合
っ
た
り
先
輩
諸
氏
に
聞
い
た
り
、友

達
、グ
ル
ー
プ
同
士
で
語
り
な
が
ら
解
決
も

し
く
は
乗
り
越
え
て
い
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
突
然
で
す
が
皆
さ
ん
新
聞
を

ひ
と
つ
の
読
物
と
し
た
時
楽
し
く
面
白
い

も
の
な
の
か
そ
れ
と
も
面
倒
で
面
白
く
な

い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
毎
日
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
目
を
通
す
時

間
な
ん
か
な
い
と
い
う
方
は
別
と
し
て
も

せ
め
て
３０
分
１
枚
１
枚
、見
出
し
だ
け
で
も

眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。実
は
こ
の
読
み
物

は
宝
の
山
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　一週
間
分
を
ま
と
め
て
眺
め
て
み
る
と
突

発
な
大
ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
、社
会
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
シ
リ
ー
ズ
物
、季
節
や
自
然
を

記
事
に
し
た
も
の
を
除
い
て
は
ひ
と
つ
の

サイ
ク
ル
に
な
っ
てい
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
新
聞
ペ
ー
ジ
の
中
ほ
ど
に
あ
る「
生

活
」と
い
う
欄
だ
け
み
て
も
月
曜
日
は「
支

え
合
う
」以
下「
子
育
て
」「
健
康
ワ
イ
ド
」「
元

気
世
代
」「
食
べ
る
」「
快
適
ラ
イ
フ
」日
曜

日
は「
女
と
男
」等
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
だ
け
の
量
の
情
報
を
別
々
の
本
や

百
科
、も
し
く
は
友
達
な
ど
か
ら
学
ぶ
と

な
る
と
た
い
へ
ん
な
時
間
と
労
力
が
必
要

で
す
が
新
聞
の
場
合
は
た
だ
開
く
だ
け
で

手
に
入
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
参
考
に
な
ら

な
い
不
必
要
な
知
識
や
情
報
も
あ
り
ま
す

か
ら
そ
れ
は
省
い
て
結
構
で
す
。 

　
も
う
３０
分
延
長
し
て
新
聞
を
見
れ
ば
あ

る
あ
る
宝
が
ざ
く
ざ
く
。教
育
関
係
、子
供

に
読
ま
せ
た
い
本
の
紹
介
、あ
っ
と
い
う
間

の
ク
ッ
キ
ン
グ
、く
ら
し
の
扉
、日
曜
日
の

本
の
ペ
ー
ジ
日
曜
版
の
輝
き
再
発
見
、撮
る

北
の
写
真
家
、夕
刊
に
至
っ
て
は
見
開
き
大

図
解
道
新
小
学
生
新
聞
フ
ム
フ
ム
、釣
情
報
、

オ
フ
タ
イ
ム
の
味
漫
遊
、海
の
幸
さ
が
し
、

も
っ
と
知
り
た
い
等
々
全
部
紹
介
す
る
と

何
ペ
ー
ジ
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。 

　
新
聞
を
開
い
て
読
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て

即
子
育
て
に
役
立
つ
、あ
る
い
は
即
効
果
の

あ
る
手
段
や
方
法
が
み
つ
か
る
と
い
う
わ

け
で
も
な
く
、そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
実

行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
成
功
す
る
と
い
う

も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
達
は
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
蓄
え
そ
れ

を
吟
味
し
心
の
中
に
温
め
な
が
ら
そ
の
場
、

そ
の
時
々
で
役
立
て
る
と
い
う
息
の
長
い

手
立
て
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。そ
う
し

た
試
み
が
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
心
を
豊

か
に
し
脹
ま
せ
余
裕
の
あ
る
子
育
て
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
先
ず
は
毎
日
新
聞
に
目
を
通
す
時
間
を

や
り
繰
り
し
て
自
分
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う

記
事
を
み
つ
け
る
。そ
し
て
読
む
、記
憶
す
る
、

で
き
な
け
れ
ば
ノ
ー
ト一冊
奮
発
し
て
切
り

抜
き
を
貼
り
つ
け
る
、時
間
を
み
つ
け
て
再

読
す
る
。そ
れ
だ
け
で
立
派
な
参
考
書
と

な
り
ま
す
。要
領
と
興
味
が
湧
い
て
き
た

ら
２
、３
冊
用
意
し
て
少
し
ず
つ
分
類
し
て

い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

     

　
と
に
も
か
く
に
も
毎
日
新
聞
に
親
し
み

な
が
ら
自
分
の
生
活
の
参
考
に
す
る
あ
る

い
は
ゆ
と
り
の
心
や
優
し
い
心
を
持
ち
続

け
る
た
め
に
も
大
い
に
新
聞
を
好
き
に
な
る
、

そ
ん
な
新
聞
に
す
る
の
は
皆
さ
ん
お一人
お

ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。ち
な
み
に
私
の
楽
し
み
に
し
て

い
る
記
事
を
紹
介
し
て
み
る
と
月
曜
日
夕

刊
の
妄
言
有
情
、木
曜
日
の
お
じ
さ
ん
図
鑑
、

オ
フ
タ
イ
ム
、金
曜
日
の
あ
っ
と
い
う
間
の

ク
ッ
キ
ン
グ
、土
曜
日
の
心
の
ぞ
け
ば
等
で

す
。な
ん
と
程
度
の
低
さ
が
わ
か
り
ま
す
ね
。 

う
わ
さ 

ぎ
　 

も
ん 

の 

と
っ 

ぱ
つ 

ら
ん 

か
い
　
て
き 

ひ
ら 

み
　  

ひ
ら 

た
く
わ 

ふ
く
ら 

つ
な 

く 

ふ
ん  

ぱ
つ 

よ
う
り
ょ
う 

き
ょ
う
　
み 

や
さ 

※
先
月
号
の
子
育
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
に一部
文
字
の
誤
り
が
あ
り
ま 

　
し
た
。謹
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
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